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─事例報告─

講義理解に必要な現代史を扱う日本語教室活動の試み

福島 智子・伊古田 絵里・太田ミユキ

要　旨
　留学生にとって講義理解が困難な原因の１つに歴史に関する知識の不足があると思われ
る。筆者らはこうした問題の解決の一歩として、2009年度より3学期間、「講義を聞き取る」

「既存知識と結びつける」ことを主眼とした現代史を扱った教材を開発し、教室活動を行
った。教材は、歴史教科書の重要語から説明文を作成し、その説明文を基に、用語の種類
を知る、説明を聞きながら用語を書き取る、用語の読み方を正確に覚える、地図で地名を
確認する、現代生活との結びつきを知り現代の社会問題を考える等のポイントを取り入れ
て作成した。それらによって、用語の意味の推測力、講義での聴解力、固有名詞の正確な
理解、現代社会へのより深い問題意識を高めることを目的とした。その結果、用語理解や
類推力が高まり、学生からも肯定的な評価が得られた。しかし、教材や活動の検証が必要
であること、調査方法などの面で課題が挙がったため、今後はこれらの課題を改善させて
いきたい。
　【キーワード】　講義理解、日本語、留学生、現代史、中国

1．はじめに
　留学生にとって、専門科目での学習や研究を円滑に進める上での障害となっているもの
の一つとして、歴史に関する知識の不足があると考えられる。来日前に歴史の学習経験は
あるが、日本で一般的に扱われる歴史に関する名称や内容が自国で学んだものと差異があ
り、日本での学習内容と結びつけられないために、知識がない場合以上に、混乱を招く可
能性があり問題は深刻である。それにもかかわらず、留学生を対象とした歴史学習の支援
は整っているとはいえず、多くの留学生から「困っている」などの声を聞く。ゆえに、留
学生を対象とした授業で既存の知識と結びつけられるようにする支援が求められる。
　特に近現代史の事柄は、歴史のみならず、広く様々な分野の講義で常識として使用され
ることが多く、また、現代社会を理解する上での前提知識としても重要である。実際に
2007年に大学で専門科目を担当する教員を対象に地理歴史に関する調査を行ったところ、
第一次世界大戦、第二次世界大戦、冷戦、戦後など近現代が専門科目を理解する上で重要
だという回答が多かった。
　本研究は上記を踏まえ、歴史学習の支援ではなく、講義理解の支援という視点から、講
義を聞き取ることと既存知識と講義内容を結びつけることを支援の目的として近現代史の
情報を取り入れた教材を作成し、教室活動の実践を試みた。教室活動は、桜美林大学日本
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言語文化学院において行った。桜美林大学日本言語文化学院（以下、留学生別科）は日本
の大学・大学院・専門学校への進学を目的とする留学生のための予備教育機関で、週15
コマ（1コマ90分）の日本語の授業が行われている。本実践は上記の15コマのうちの1コ
マである「ニュースで学ぶ現代日本」という科目において、世界史の分野を扱った教室活
動を、2009年度前期と2010年度前期の2学期間、日本史の活動を、2011年度前期の1学期
間行った。この科目は、現代日本事情、日本社会のしくみを学び、社会問題や時事問題に
ついての調べ学習、発表、意見交換を通して、自分の考えをわかりやすく述べる力を身に
つけることを目的としている。
　それぞれの活動は、前年の活動を改善させており、2011年度においても、扱った分野
は異なるが、世界史での課題を反映させ、かつ「日本史についても知りたい」という学生
の声に対応して行った。
　本稿は、3学期間の実践の過程を振り返り、今後の支援の方法を探るものである。以下、
世界史と日本史の活動に分け、実践の内容を詳しく述べ、そこで明らかになった課題から
今後の実践の進め方について検討したい。

2．世界史の分野を扱った教室活動
2.1　教材作成の方法
　現在市販されている高校の世界史教科書のうち、東京都で最も多く採用されている教科
書が山川出版の『現代の世界史Ａ改訂版』と、帝国書院の『明解新世界史Ａ新訂版』であ
ることから、この二つの教科書の、第二次世界大戦後から現代にいたる部分の、太字にな
っている重要語を抽出した。次に年代と地域から15の部分に整理（表1）し、それぞれの
重要語をすべて用いた説明文（資料1）を作成した。

【表1】 年　　代 地　　域

① 1945～1960年 全般

② ～1960年はじめ アジア

③ ～1960年はじめ 中東・アフリカ

④ ～1970年はじめ アメリカ・キューバ

⑤ ～1970年はじめ 西ヨーロッパ

⑥ 1950～1960年代 ソ連・東欧諸国

⑦ 1940～1950年代 日本

⑧ 1970年代 アメリカ

⑨ 1980年代 ソ連・アメリカ
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 1）  説明文の一例で、1980年代のアメリカとソ連である。下線は重要語である。
 2）  このポイントは2009年度版を改善して作成したものである。

【資料1】1）

　そして15の説明文をもとに以下のポイントを取り入れた教室活動のメインとなるタス
クシートを作成した。本活動は、現代史理解を目的としたが、歴史教育を主眼としたので
はなく、活動は「講義を聞きとる」「既存知識と結びつける」ための支援であり、それぞ
れにいくつかの練習がある。

【表2】活動のポイント 2）

講義を聞き取る 既存知識と結びつける

① 用語を聞き取って分類する ④ 中国出版の世界史の教科書から重要用語
と説明文に該当する部分を抜粋したもの
と、日本語の用語を一致させる

② 前回の授業に関連した事項の説明を聞き
ながら書き取る

⑤ 地図を示して地名や出来事の起こった場
所などを確認する

③ 用語の読み方を正確に覚え、発音やイン
トネーションを意識して発表する

⑩ 1990年代 アメリカ

⑪ 1970～1990年代半ば 西ヨーロッパ

⑫ 1980～2000年 ソ連・東欧諸国

⑬ 1970～1990年代半ば 中東・アフリカ

⑭ 1970～1990年代半ば 南アジア・東南アジア

⑮ 1970年～2000年 東アジア
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　「講義を聞き取る」ための支援には3つの練習がある。①は用語を「人物」「地名」「出来事」
「思想や政策」「組織」等の種類に分ける活動である。歴史用語の意味を覚えるのは講義理
解のためには必要なことであるが、1つずつ全て覚えるのは大きな負担である。そのため、
少なくとも用語がどのような種類のものであるのかを考える活動を取り入れ、用語を理解
するための第一歩となるようにした。2010年度の活動では、講義理解の支援を意識し、
聞き取りによる種類分けを行った。用語の種類を推測できれば授業後に調べやすくなり、
講義の流れを理解する上での妨げとならず、スムーズに聞き取れるようになると考えた。
②は、講義では、自然なスピードの中で必要な情報を書き取る能力が求められるため、そ
れらの支援となる活動を行った。2010年度は講義理解の支援をさらに意識し、教師がレ
ジュメをもとに前回の授業に関連した事項の説明や解説を行い、そのメモ取りとそれに関
連した質問に答えるという形式にした（資料2）。
　③は、活動の2つのポイントの両方に関係があり、その意図は2点ある。1点目は、固
有名詞の読み方を正しく認識することである。特にカタカナ語の用語は日本語の音韻体系
に従った日本式の読み方であり、既存知識と結びつきにくいため注意を喚起した。例えば、
アメリカのレーガン大統領の「レーガン」は中国語では「里  根 lǐ gēnリーゲン」と発音
されるため、「レーガン」と聞いても既存知識にある「レーガン大統領」とは一致させる
のが困難だと思われる。2点目は、歴史の流れを理解する上で用いられやすい言葉の理解
を促すことである。特に中国の学生は、漢字を見て類推しがちであるため、読み方を正し
く認識する必要があると考えた。例えば、歴史の教科書によく出てくる「調印」という言
葉は、中国語では『公文書に署名する』という意味にはならず、意味不明な言葉になって
しまうため、そのまま漢字で理解しようとすると、誤解につながる。日本語での読み方を
正しく認識しないと、講義理解を妨げる大きな要因となる。2010年度は、講義でよく行
われる発表やディスカッションといった活動の支援を意識し、用語の発音やイントネーシ
ョンの仕方も学習した。
　「既存知識と結びつける」ための支援には2つの練習がある。④の練習をするにあたって、
中国本土で最も使用されている『全日制普通高級中学教科書世界近代現代史』という教科
書から15の説明文に関連する部分の中国語の記述を取り出し、教材に加えた。2010年度は、
ただ中国語の記述を載せるだけでなく、その記述と日本語の用語とを一致させる活動を行
った（資料3）。日本と中国の教科書には様々な違いがある。大きな違いの1つとして、中
国の教科書では用語という形ではなく、その内容が記述されていることが多く見られる。
例えば、ゴルバチョフ政権登場後のソ連における改革運動である「ペレストロイカ」とい
う言葉は、日本の教科書にはその言葉が提示されているが、中国の教科書には、「ペレス
トロイカ」という言葉は載っておらず、その内容の説明がされているだけであった。つま
り中国からの留学生は、「ペレストロイカ」の意味は理解していても、用語そのものを知
らない可能性がある。同様に、「サンフランシスコ条約」や「ニクソンショック」も登場
するのは用語ではなく記述のみである。そのため、中国の教科書の説明記述とそれを示す
用語とを一致させることによって、既存の知識と結びつくと考えたのである。
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　⑤は、地図を提示することにより、学生の既存知識と結び付けられるようにした。例え
ば地名は、日本語での表現ではわからなくとも、地理的な場所は把握している可能性があ
る。場所を示すことで、自分の知っている表現と日本語の表現での地名を一致させること
ができ、理解しやすくなる。また、歴史を動かしている要因は様々なものがあり、位置関
係や資源、気候なども含まれる。そのような要因を理解する上で、地図の果たす役割は大
きいと考えた。

【資料2】
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【資料3】
 

　さらに2010年度は学生に歴史学習の必要性自体を認識してもらう工夫もした。2009年
度にこの活動を行った際に、特に理系の学部を志望する学生が、歴史の学習が受験科目に
ないことから消極的であったため、近現代史は現代社会を理解する上で必要とされる知識
であり、歴史とは直接関係のない講義であってもよく触れられるという認識を促す必要性
を感じた。上記を踏まえ、具体的に一連の授業の初日にイントロダクションとして実施し
た教室活動は、①各大学のアドミッションポリシーの紹介、②日本留学試験の総合科目に
ついて、③東京大学web講義「『5. エネルギー・地球環境問題：経済学からみると』経済
発展との関連で」の視聴とノートテイキングの3種類である。
　①は東京周辺の5つの大学のアドミッションポリシーの紹介である。別科生の目的は進
学であるため、大学側が幅広い関心を持つ学生を希望していると知ることは、この授業で
歴史を学ぶ上で大きな動機となると考えた。②は進学を目的とする学生の大半は、日本留
学試験の「日本語」と「総合科目」を受けているが、その「総合科目」対策としての授業
は、留学生別科においては特別に設けていないため、関連のある授業はこの時間だけであ
ることを説明した。③は、歴史そのものの授業でなくとも、歴史に関連する内容が出現す
る可能性があると認識してもらうために、Webで公開されている授業を視聴し、ノート
テイキング、解説を行った。

2.2　教室活動の概要と調査方法
　以下に2010年度の教室活動の概要と調査方法について述べる。
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1）教室活動  【表3】

実施機関 桜美林大学留学生別科

科　目 ニュースで学ぶ現代日本

期　間 2010年4月6日～6月1日 

学習者 中上級クラス　15名（全員中国出身）

授業時間数
90分×6回
・イントロダクション（90分×1回）
・タスクシートを使用した授業（90分×5回）

扱った時代と地域

・1940年代後半～1950年代の日本
・1970年代の北アメリカ
・1980年代のアメリカ・ソ連
・1990年代～2000年代の北アメリカ
・1970年～1990年代半ばの西ヨーロッパ 

タスクシートを使用した
１回分の授業の手順

・予習資料配布
・予習クイズ
・タスクシート
・復習を兼ねた聞き取り

2）調査方法
・授業前調査（45分）

　イントロダクションを行った次の週に、高校の歴史教科書の太字の言葉を人名、地名、
出来事などにグループ分けするという予備調査を行った。調査は、1. 言葉を見てグルー
プ分けするものと、2. 言葉を聞いてグループ分けするものの二種類である。見て分ける
ものはさらに、1-1言葉だけをグループ分けするもの（資料４）と、1-2文中の言葉をグル
ープ分けするもの（資料5）の2種類で、それぞれ10の言葉とした。一方、言葉を聞いて
分けるもの（資料６）は15問で名詞＋動詞の形で教師が読み上げ、その名詞の部分をグ
ループ分けするというもので、大学の講義理解を意識したため、このような形式とした。

・授業後調査（45分）
　最終授業の後で、予備調査と同様の調査を行った。ただし、問題数は予備調査より増
やし1、2ともに20問とした。

・アンケート（15分）
　　授業後調査の後、この活動や世界史などについてのアンケートを実施した。
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【資料4】  授業前調査（言葉）
 

【資料5】  授業前調査（文中）
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【資料6】  授業前調査２（聞き取り）3）

2.3　調査の結果
　授業前調査、授業後調査、アンケートを実施したが、協力者は授業前が11人、授業後
は12人だった。
①言葉を見てグループ分けするもの（1-1）と文中の言葉をグループ分けするもの（1-2）
　授業前、授業後のどちらにしても、1-1より1-2のほうが正解率が高かった。また、授業
前と授業後を比較した場合、1-1、1-2共に顕著な変化は見られなかった。
②言葉を聞いてグループ分けするもの
　調査で扱った20の言葉は全て授業で使用した言葉である。授業前と授業後の調査結果
を比べてみると、授業前の平均正解率は58.3％で、授業後は80.6％に上がっており、平均
23％の上昇率だった。
③アンケート
　アンケートでは次のような回答があった。
　「自国で世界史の学習をした経験はある」（12名中11人）学生が大部分だったが、「歴史
を勉強できた」、「知識が増えた」（12名中7名）などの回答が挙げられ、中には「中国の教
科書にない内容を勉強した」、「いろいろなことが日本語で理解するようになった」という
回答もあった。
　難しさについては、「言葉、カタカナ」（12名中6名）を挙げた学生が多く、「人名・地名」、

 3）  ここに示した調査用紙は教師用である。学生用のシートには表そのものがなく、教師の言葉を聞き取っ
て、グループ分けの枠に入れる。
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「何でも」、「中国の教科書の中で内容がない部分もある、聞いたことがない」、「量の多さ」
「今の日本語のレベルでは難しい」などもあった。しかし、このような学習の必要性は感
じている（12名中8名）学生が多く、日本史や古代史、世界史に対する学習希望も出された。

3．日本史の分野を扱った教室活動
　世界史の実践を重ねてきたが、2011年度は2010年度の反省を踏まえ、以下の2点に留
意し、新たな教材作成、授業実践を試みた。第一点は、アンケート結果を踏まえ、日本史
を学びたいという声に応えるべく、内容を世界史ベースから日本史ベースに変更したこと
である。日本史のみに限定したのではなく、日本史を理解する上で必要な世界の動きは押
さえつつも、日本の動きを主幹とした。第二点は内容の難解さや日本語面の負担を考え、
情報過多に陥らないよう、より平易でわかりやすい教材にしたことである。

3.1　教材作成の方法
　日本史の教材作成の方法は次のとおりである。世界史では高校の教科書の太字を重要語
として抽出し、説明文を作ったが、その結果必然的に内容・日本語両面の難易度が上がっ
てしまったので、高校ではなく、中学校の教科書の太字の用語を集め、それを基に、説明
文（資料7）を作成した。説明文の作成手順については従来の方法と同様であるが、準拠す
る出典を現在東京都で使用されている中学校の歴史教科書の中から採用数上位3冊（東京
書籍『新編新しい社会－歴史』・帝国書院『社会科  中学生の歴史─日本の歩みと世界の
動き』・清水書院『新中学歴史─日本の歴史と世界』）の第二次世界大戦後から現在にいた
る部分にし、4つに区分した。それぞれは「戦後改革と国際社会への復帰」「冷戦とアジア
の動き」 「高度経済成長期の日本」 「日本と国際社会の変化」である。

【資料7】
 

　次に、以下のポイントを取り入れたタスクシートを作成した。また、タスクシートは内
容を理解し、用語を知る上で、必要なことを整理して提示すべく視覚情報も盛り込むよう
こころがけた。
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【表4】  活動のポイント

   講義を聞き取る

① 用語を聞き取って、分類する

② 前回の授業に関連した事項の説明を聞きながら書き取る

③ 用語の読み方を正確に覚える

④ 現在の生活との結びつきから、様々な社会問題を考えてみる

　上記は世界史での実践の踏襲であるが、今回は、「日本史」の分野を扱っており、日本
史については国での学習がどの程度行われていたか確認できないため、世界史の分野でポ
イントとしていた「既存知識と結びつける」支援の活動は行わなかった。
　以下の2点を変更させた。1点目は②の「説明を聞きながらの書きとり練習」であるが、
2010年度のような説明文をさらに発展させた内容を聞き取るのではなく、前週に扱った
説明文を、一つの質問に回答するために聞く、という形態とした。これによって、復習を
兼ねられ、同時に講義という聞き取り場面を意識させることが可能になった。2点目は④
という新たな視点を取り入れた活動である。これまでの歴史の実践活動において消極的な
学生も見られたことから、近現代史の知識は現代社会を理解する上で不可欠だとそれぞれ
が実感する必要性を感じ、導入した（資料8）。歴史は単なる過去でなく、現在の生活に密
接なつながりがあることを認識できるよう配慮した。例えば、日米安全保障条約や日ソ共
同宣言から、現在の米軍基地問題や北方領土問題を考える活動等である。

【資料8】
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3.2　教室活動の概要と調査方法
　以下に2011年度実施した日本史の教室活動の概要と調査方法について述べる。

【表5】  教室活動

実施機関 桜美林大学留学生別科

科　目 ニュースで学ぶ現代日本

期　間 2011年6月22日～7月27日　

学習者 中級クラス4）　15名（中国、ミャンマー、ドイツ出身）

授業時間数
90分×6回
イントロダクション（90分×1回）5）

タスクシートを使用した授業（90分×5回）

タスクシートで扱った内容

・戦後改革と国際社会への復帰
・冷戦とアジアの動き
・高度経済成長期の日本
・日本と国際社会の変化

タスクシートを使用した
１回分の授業の手順

・タスクシート（上記4つのポイントを反映させた活動）
・復習を兼ねた聞き取り

3.3　調査の結果
①言葉を見てグループ分けするもの（1-1）と文中の言葉をグループ分けするもの（1-2）
　言葉をグループ分けする調査の結果、重なりのある全ての設問において正答率が上がっ
ていた6）。特に顕著に正答率が上がったのは文の中に出現する言葉のグループ分けであり、
平均正答率が44.3％から77.3％に上昇した。それぞれの学生の個人別正答率も、８割の学
生が正答率を上げていた。
②言葉を聞いてグループ分けするもの
　重なりのある設問は一問を除き、全て正答率が上がっていた。また、個人別に見ても
75％の学生が正答率を上げている。
③アンケート
　「このような歴史を扱った教室活動が必要だ」（15名中13名）、「歴史の勉強の必要性を感

 4）  2010年度は中上級のクラスで実施したが、2011年度は中級クラスで実施しており、日本語能力のレベ
ルが異なる。

 5）  日本史を全く未習の学生も多くいることから、現代史に至る日本史全体の大きな流れを理解することを
目標に児童幼児向け教材DVD（Nikk映像『知ってる？日本の歴史 時代の流れ編』）を用いた活動も行っ
た。同時に、現代史についてもNHKデジタル教材「見える歴史」（『生まれ変わった日本』）を視聴し、現
代史の大枠を把握する活動も行った。

 6）  重なりのある用語とは授業前調査と授業後調査とで同じものである。重なりのない用語は授業後調査に
のみ含めたものである。
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じたことがある」（15名中9名）など、必要性を認める声が挙げられた。理由欄には「日本
を理解する上で助けとなる」「進学後に求められる常識である」などの意見があった。難
しさについては、「用語の読み方や難しさ」（15名中4名）、「出来事を覚える」（15名中2名）
などがあるようだ。肯定的な意見が出ている一方で、「興味がない」「現代史と聞くと、抵
抗感がある」「歴史はうそだし、自分の生活には関係がない」というようなコメントもあ
った。
　なお、留学生別科で学期末に一斉に行われる授業についてのアンケートには「国で学ん
だ歴史を思い出す機会となり、良かった」「過去に学んだ歴史を日本語で学べて良かった」
という声があった。

4．今後の課題
　以上2007年に行った調査をもとに始めた3年間にわたる実践について述べてきた。調査
結果から、近現代史の用語に対する類推力が上がったと考えられ、一定の成果があったと
判断できる。
　しかし、課題も多い。まず活動の１つ目のポイントである「講義を聞き取る」という点
であるが、実際の講義という場面で、本活動がどのように役立つのか、その成果が明らか
ではないため、講義というリソースを使って聞き取りの成果を見るなど、教室活動で行っ
た練習の検証が必要である。実際に、調査結果において、聞き取って類推する点において
は、文字を見て判断することよりも伸びが見られなかった。活動の適否を十分に分析する
必要がある。次に2つ目の「既存知識と結びつける」ための支援について考えたい。今回
扱った時代と地域には中国に関する部分はなかったが、別科では中国出身の学生がその多
数を占めているため、中国に関する部分を取り上げ、その既存知識と結びつけることも考
慮するべきだった。中国と日本の教科書の違いについては2-1で触れたが、その他に、日
本の教科書の重要語のうち中国の教科書に、用語だけでなく、概念の記述そのものも全く
出現しないものが多数あり、特に「思想や政策」に関するものについては見られないもの
も多かった。このような大きな違いがあるので、学生の既存知識がどのくらいあるのか、
自国での学習内容について把握する必要がある。
　また、調査方法も改善する必要がある。今回の調査で対象とした用語は数が少なく、ま
た用語を分類する上での種類そのものにも問題があり、結果の分析が厳密にできなかった
部分もあることから、調査方法については検討を重ねる必要がある。
　今後は活動の検証を行い、課題を改善させるとともに、専門科目への橋渡しとしての支
援のありかたを追求していきたい。

付記
　本稿は著者3人の討議で進め、福島が1節、4節、伊古田が3節、太田が2節の執筆を担
当した。


